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論 文 内 容 の 要 旨
墓制の研究 は考古学 においては最 も主要な研究テーマ の一つ である。従来、墓-制につ いて の
研究 では、墳 墓 に含 まれ る情 報か ら社会構造 へ と接 近 しよ うとす る試みが、多 くの研究 者 に
よって行 われてきた。 また現在 でもそのような試み は継続 して進 め られてい る。 日本考古学 に
お いては墓制を対象 とす る研究 は縄 文時代、弥生時代、古墳時代、 さ らには 中世、近世 に至 る
までの各時期、各地域で膨大な蓄積が ある。
これ らの数多 くの墓制 ・墳墓研究 のなかで、北部九州 の弥生時代 に特徴 的な墓制である甕棺
墓は、青銅製武器や 前漢鏡 ・後漢鏡 な どの金属器 に代表 され る副葬品が多 くみ られる ことか ら、
早 くか ら関心が もたれ、多 くの研究者 によって研究対 象 として取 りあげ られてきた。 本論文で
は弥 生時代 にお ける北部九州地域 の墓制 の分析によって、縄文か ら弥生への社会 ・文化 変化 と、
弥 生時代 を通 じて社会 システムが複雑化 ・階層化 してい くプ ロセス について考察す る ことを試





















6章 社会 ・文化変化 の解釈
終章
以下各章の内容 を要約する ことに したい。
序論では、考 古学 にお ける墓 制研究 を、①社会構造 について論 じた研究、② 階層性 を論 じた
研 究、③ 地域 間交 流を論 じた研究、④ 人類学 的な研究 の4つ の領域 に大別 して、 これ までの研
究の流れ について概 説 した。
1章 で は、 北部 九州 の弥生時代 に特徴的な墓制で ある、大形 の土器棺 を用 いた甕棺葬が 成立
する過程 について論 じた。まず、詳細な検討 を行 うための分類 単位 として、甕棺 の型 式分 類が
必要であるため、代表 的な資料 を提示 して甕棺 の型 式を設定 した。そ のうえで、甕棺 に供 献 さ
れた小型 壺や 上甕 として使用 された土器 との共伴 関係 を検 討す る ことによって、甕棺型式 と土
器型式 との並行 関係 について論 じ、各甕棺型式 の時期 的な位置 付けを行 った。そ の結果、従 来
の研究でそ の属す る時期 が問題 とされて きた、甕棺型式 のKIc式 につ いて は、古 ・新 の2段 階
に細分可能で ある ことを指摘 し、KIc(古)式 は弥生時代前期末葉に、KIc(新)式 は中期
初頭 に属す ることを指摘 した。
っ ぎに、このよ うに して設定 した甕棺 型式 に基づ いて、甕棺 のサイズ と形状、口縁部の形態、
底部 の形態、文様類型、刻 目の形態、打ち欠 きの有無 とそ の部位、外面/内 面の調整技法、 穿
孔 の有無 とそ の位置、塗布物、上甕 ・下甕 に用い られた土器 の器種、甕棺 の組み合わせ方、外
部施設の計12項 目につ いて、分析 を行 った。
以上の各項 目の分析 を通 して、つぎの ことが明 らか にな った。 まず甕棺 の法 量についてみ る
と、突帯文(古)式 の段階か ら一貫 して大型化す る傾向が認め られる。甕棺 の型式学 的分析で
は、これまでの編 年研 究で も甕棺の時期差 の指標 とレて用い られてきた、口縁 形態、底 部形態、
文様 といった要 素について型式問ではっき りと した差 異を捉 える ことがで き、 これ らの属性 の
時期 的変遷 をあ らためて確 認す る ことがで きた。 さ らに、従来 の研究で はあま り取 りあげ られ
る ことがなかった、 打ち欠きの有無 とそ の部位、塗布物 について も定量 的な分析 を行 った。 打
ち欠きにっいては古 い段階、特 に弥 生時代前期前 半の板付1式 、板付Ha式 に多 くみ られ る こ
とが指摘 できる。 また塗布物 について は発生期 の甕棺、 と りわ け突帯文(古)・(新)式 におい
ては丹塗 りの出現頻度 が非常 に高 いのに対 して、新 しい型式 の甕棺では黒塗 りが増加 し、 また
塗布物 自体が あま りみ られな くな るという傾向 を明 らか にす る ことができた。
これ らの甕棺そ のものの分析 に加えて、甕棺の上甕 ・下甕 の器種やその組み合わせ方、甕棺
墓 にともな う外部構造 につ いて検討 を行った。その結果、甕棺 の上甕 ・下甕 の器種 に関 しては、
新 しい型式 になる にしたが って、鉢形土器や 壺形土器のよ うな甕棺 とは異なる器種 を使用す る
ことが しだ いに減少 し、埋葬専用 の土器である甕棺 同士 を組み合わせるのが一般化 する。 また
組み合わせ方 についてみ ると覆 口式が減 少 し、接 口式、挿入式が増加す る とい う変化 をみ るこ
とがで き、甕棺 葬の定型化が うかがえる。 このよ うな甕棺 の属性の分析結果 を総合す る と、 弥
生時代前期 中頃のKIa式 前後 の段 階に大 きな画期 を認 める ことがで き、KIa式 段 階で成 人
の甕棺への埋葬が 開始 される とい う橋 口達也 の指摘(橋 口、1992)を 裏 づける結果が得 られ た。
甕棺 の発 生の問題 を考 える場合、埋葬 に土器棺 を使用す る とい う習慣 自体は縄文時代後 ・晩
期 の埋甕 に起源 を求 める ことが できる(坂 本、1994)。 ただ し弥 生時代 中期以降 に北部九州 に広
まる大型甕棺 は、埋甕 で一般的 であった深鉢 にかわ って、新 しく朝鮮半 島か ら導入 された器種
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である壺形土器か ら連続 的に変 化 してきたもので ある。 つま り甕棺 の発生は、縄文晩期 の墓 制
と朝鮮半島か ら新た に渡来 した文化要素 の複合 によるものとみる ことができ る(松 本、1997、
2000)。 弥 生時代 早期か ら前期 中葉にかけての段階 では、乳幼児 は甕棺墓、成人は土墳墓 ・木棺
墓に埋葬す る という埋葬施設 の区分 が一般的で あった。 しか しなが らこのよ うな埋葬施設 の区
分は、KIa式 段 階以 降、成 人の甕棺 への埋葬が 開始 され るよ うにな るとはっき りしな くなる
といえる。 したが って、大型甕棺 の成立過程 は、甕棺発 生以来 の乳幼児 と成人 との埋葬施設 の
区分 が一体化 して い く過程 と捉 える ことが可能で ある。
2章 では壺形土器 の製作技法 にみ られ る地域差 を対象 と して分析 を行 った。 北部九州 の弥 生
時代 開始期 には、支石墓や大陸 系磨製石器 といった新たな文化要素 とともに壺形土器が導入 さ
れるが、朝鮮半 島の壺形土器 では研磨(ミ ガ キ)の 方 向が縦方 向な のに対 して、北部九州で は
横方 向 という製作技法上 の差異 が存在す ることが知 られて いる。 しか しなが ら、 北部九州 内に
おいても、各地域や時期 ごとにミガ キ技法 の変遷 を詳細 に検討 した結果、小型壷、 大型壺 のよ
うな器種 間のレベル と、丹塗 り、黒色磨研、 ミガキ の方 向といった属性 レベルの両:方につ いて
空間的に入 り組ん だ地域差が存在す る こと、 このような地域差 は時間の経過 とともに変化 をみ
せ る こと、変化の様相は器種問、属性間で異なった もので あることが明 らか になった。
そ して、土器 の製作技法 にみ られ る地域差が、このよ うな複雑な成立過程 を とる要因 として、
土器 に含 まれ る器形、文様、色、用途、製作技法 といった さまざまな情報が、 世代 間での再生
産 を繰 り返す過程で変容 を起 こす というモデル を提示 した。 さ らに、 このよ うな情 報 の変容が
生 じる背景 について、P.ブ ルデ ュー のハ ビ トゥス概 念 を用 いて説明 した。ハ ビ トゥス とは、
行為 を規定する心的性向の体 系で あるが、 この場合、土器 に含 まれるさまざまな情報 の受容の
際に生じる取捨選択 を規定す るハ ビ トゥスが存在 し、そ して このよ うなハビ トゥスが時間 の経
過 にともな って、世代間、地域 間で異な る変容 を起 こした と考えた。
3章 では、支 石墓について各地域 ごとに代表的な遺跡 をあげなが ら論 じたが、そ の結果 以下
のことが明 らかになった。
弥生時代開始 期の墓制は成人用の埋葬施 設は支石墓、 土墳墓、木棺墓、乳幼児用 の埋葬施設
は甕棺墓 を主体 とする ものであ る。支石墓 の分布範 囲は糸 島、唐津、佐賀平野が 中心 であ り、
福岡平野、福 岡内陸地方 には分布 しない。 早良平野 は支石墓 の分布範 囲に含 まれ る可能性 があ
るが、現在 の ところ確実 に支 石墓である と確認 され た例 はみ られ ない。支石墓 の下部構造 にっ
いてみてみる と、糸 島、唐津 では土墳 と木棺 が一般 的で あるのに対 して、佐賀平野で は土壌、
木棺 に加 えて石蓋土墳が多 く認め られ る ことが指摘で き、 玄界灘沿岸 の地域 との問 に差がみ ら
れ る。 日本 の支石墓 は朝鮮半 島南部 の支石墓 の影響 を受 けて成立 した ものであるが、上石が朝
鮮 半島のものと比較 して小型 である こと、下部構造で ある埋葬施設 に縄文的な要素がみ られ る
ことな ど相違点が ある。
福 岡県志摩町新町遺跡や佐賀県呼子町大友遺跡では、支石墓か ら縄文人的な形 質 をもった人
骨が 出土 してお り、渡来的な文化要素 を在地 の縄文集団が受 け入れた様子が うかがえ る。上述
したように、支石墓 自体が小型で あること、副葬品 に階層差がみ られない ことな ど、朝鮮半島
南部 の支石墓 と比較す ると細か い点で差異が認め られる ことか ら、本間元樹 が指摘 して いるよ
うに(本 間、1991)、 日本の支石墓は朝鮮半島の支石墓 の上部構造のみを模倣 した ものである と
いえるだ ろう。埋葬主体 であ る下部構造については、 各地域の集団がそれぞれ異 なった取捨選
択 を行 った ことによ り、地域差が生 じた と考え られ る。
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4章 では北部九州弥 生時代 の区画墓、墳丘墓、列埋葬墓 にお ける墓地の空間構造 を対象 と し
て、弥 生時 代の人々が埋葬行為 を通 じて いかな る社会関係 を表示 し再構築 しよ うとしたか にっ
いて考察 を行 った。
その結果、 区画墓、墳丘墓 はそ の出現期 には階層性 を示す ものではなかったが、金属器 の副
葬が開始 され る弥 生時代前期末葉か ら中期初頭期 にな ると、 区画墓 ・墳丘墓 内の墳墓 に金属器
の副葬が集 中す る傾 向が み られ ることを指摘 し、エ リー ト層 による墓域の分 離、金属器の副葬
といった差 異の強調が存在 した ことを明 らか にした。そ して、 このような差異の強調は、墳墓
や墓地 の構造、副葬 品な どの埋葬行為 に含 まれ るさまざまな要素 を利用 して、意図的 ・戦略 的
に行 われた もので あ り、差異 の強調 にともな う階層的な社会関係 の強化は、 再帰的 ・自己言及
的な埋葬 システム を通 じて の社会関係 の再定義 ・再構築 とみな し得 ると結論 づけた。 また列埋
葬墓地 の多 くは血縁的な つなが りを軸 とす る埋葬小群が集合 して形成 された とみなせ ること、
埋葬小群が列 をなす ことが集 団内の結束 を高め る方 向に作用 した と考え られ る こと、弥生時代
中期後半 の社会 内部 の階層差が増大す るプ ロセス を通 して、列 を構成 していた埋葬小群が分離
し、個別 の埋葬小群 の自立化が認め られる ことを指摘 した。
以 上の指摘 は、弥生時代 中期 に社会集団内部の階層分化 とそれ にともな う首長権 の強化が生
じた という これ まで の研究 にみ られ る見解(e.g.高 倉、1973;橋 口、1987)に 大 き く矛盾す るも
ので はな い。一方で、北條芳隆や溝 口孝司は このよ うな見解 に対 して異論を示 してい る(北 條、
1999;溝 口、1999、2000)。 北條は、 佐賀県 吉野 ヶ里遺跡の墳丘墓 に埋葬され た甕棺墓 の副 葬品
の品 目が、数世代 にわた って細形銅剣 を中心 とする もので あ り、そ こに等質性 がみ られる こと
か ら、副葬 品の選択 に共 同体 の側か ら強 い規制が働 いて いた と論 じて いる(北 條、1999)。 しか
しこれ らの副葬品は、すべて個別の甕棺墓に副葬された ものであ る。 つま り集 団で共有 された
祭器 ・儀器 という性質 をもつ ものではな く、 あ くまで も個 人の所有物 として埋葬 に際 して副葬
されて いることを軽視すべ きではない と考 える。 埋葬 にともな う副葬 という行為 は、 貴重 な青
銅器 を一個人 のため に消費 して しま うとい う側 面を合わせ もつ。そ して この"消 費"と い う行
為 を通 して埋葬 に参 加 した人々は既 存の社会 関係 を再確 認 したのではないだ ろ うか。 北條 や溝
口が指摘 す るよ うに、 区画墓 ・墳丘墓や列埋葬墓 が盛行 した弥 生時代 中期前半か ら中頃の階層
分化は流動的な ものであ り、 い まだ安定的な ものではなかった可能性が高 いが、 この段 階に萌
芽 した、 階層的な社会 関係 を維 持 ・強化 しよ うとす る戦略的な意図が存在 した ことも、埋 葬行
為の分析 を通 して知る ことができる。
5章 では、弥 生時代 の墳墓か ら出土 した副葬品 の分析 を通 して、墳墓 にみ られ る階層構造 に
ついての考 察を試みた。 具体 的には、弥 生時代 開始期か ら後期 までの墳墓318基 を対象 と して、
副葬品の構成 が どのよ うに変化す るか につ いて検討 を行 った。 また副葬品の 内容 と、墳墓へ の
散布物や外部構造 との関係 について も検討 を加え た。 さ らに、副葬品 のセ ッ ト関係か ら各墳墓
のランクを設定 し、高 ランクの墳墓が北部九州内 の各地域で、 どのよ うな消長 をみせ るか につ
いて論 じた。そ の結果以 下の ことが 明 らか にな った。
副葬品 の構成か ら見 て、弥生時代 開始期か ら弥生時代前期後半 までの時期 には、墳墓間 に顕
著 な差異 は生 じて いな い ことが指摘で きる。 また この段階では副葬品 をもつ墳墓 ともたな い墳
墓 との問 に、墳墓 の外部構造や墓地内 におけ る空間分布の点で も差異は認め られない ことが確
認 された。 このような状況が大 きく変化す るのが、弥生時代前期末葉か ら中期初頭 にかけて の
時期で ある。 この段階 にな って、副葬品 に金属器が含 まれ るよ うにな り、 副葬品にあ らわれ る
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墳墓問の ランク差 も増大す る。弥生時代 中期後半段 階 にな ると、福岡県春 日市須玖 岡本遺跡D
地点や福 岡県前原市三雲 南小路遺跡1号 ・2号 墓 のよ うに、20～30面 以上 という多量 の漢鏡 を
副葬 した墳墓が 出現す る。 さ らに周辺 の地域 にも、福 岡県飯塚市立岩遺跡10号 甕棺墓や福 岡県
夜須 町東 小田峯遺跡10号 甕棺墓 のように漢鏡 を副葬 した墳墓がみ られる。 これ らの墳墓 は須玖
岡本、三雲南小路 を頂点 とす る明確 な階層構造 のなか に位置付 け られ、副葬品 のセ ッ ト関係が
秩 序だったもので あった ことが 明 らかで ある。具体 的には、須玖 岡本や三雲南小路 のような厚
葬墓の副葬 品には鉄製武器や工具 な どの鉄器が含 まれ ないのに対 して、立岩10号 甕棺墓や東 小
田峯10号 甕棺墓、福 岡県筑紫野市 隈 ・西小 田遺跡13地 点23号 墓 な どの周辺地域 の首長墓 には、
鏡 と鉄製武器 とい うセ ッ ト関係が認 め られ る。
墳墓 の副 葬品 と外 部構造 との関係 の検討 も行 ったが、それ によ って以 下の ことが 明 らか に
なった。弥 生時代 中期初頭 の福 岡市 吉武高木遺跡で は、豊:富な副葬品 をもつ墳墓が墓地 内で他
の墳墓 とは分離 され た墓域 を形成す る。それ らの墳墓で は同時期 の他 の甕棺墓 に比較 して大型
の甕棺 を使用 してお り、木棺墓 の場合 は標石で墓 の上部 を覆 っている点な ど副葬品以外 の他 の
要素においても、一般 の墳墓 との間に差異がみ られ る。弥 生時代 中期 中頃か ら後半 の墳丘墓 で
ある佐 賀県神崎 町吉 野 ヶ里遺跡ST1001墳 丘墓や福 岡市吉武樋渡墳丘墓では、墳丘 内の墳墓 に銅
剣や鉄剣な どの金属器が集 中 して副 葬され ている。 弥生時代 中期後半の須玖 岡本D地 点や三 雲
南小路1号 ・2号 墓、後期後 半の福 岡県前原市平原1号 墓 は、他 の墳墓か ら独立 した墓域 を形
成 し、 さ らに墓域 内には1基 もしくは2基 の墳墓 のみが埋 葬されている。 また豊富 な副 葬品を
もつ墳 墓は他 の墳墓 よ りも墓墳 が大 きい という傾 向が認 め られる。 このように墳墓 の副 葬品の
内容 と墳墓 の外部構造 は明 らかに相 関 して いる。 高ランクの墳墓は利用可能な さまざまな要 素
によって、他 の墳墓 との差 異や格差 を強調 して いる。
このよ うに副葬 品のセ ッ ト関係や墳墓 の外部構造 にみ られ る、秩序的な階層構造 は弥 生時代
後期 にな ると様相 を一変す る。 「奴」 の領域 である福 岡 ・早良平野では後期以降須 玖岡本遺跡
のよ うな厚葬墓 は出現 しな いのに対 して、 「伊都」の領域 であ る糸島地方で は、 中期後半 の三
雲南小路遺跡、後期 前半の福 岡県 前原市井原鑓溝遺跡、後期後 半の平原遺跡 と断続 的で はある
ものの、厚葬墓が存在 し続 ける。そ こに相対的 な 「奴」 の優位性 の低下が認 め られ る。 しか し
このような地域間 関係 の変化 は、 生産 力や人 口の減少 といった経済的な要 因によるもの とは考
え られ ない。弥 生時代 中期後 半か ら後期 にか けて、奴 の中心地域 である春 日丘陵一帯で は、 青
銅器や鉄器、ガ ラス 工房跡が確認 され てお り、それ らの金属器、ガ ラス製品 の生産 に用 い られ
た鋳型 も、 同時期 の他 の地域 と比較す ると集 中的 に出土 している。厚葬墓が消滅す る弥 生時代
後期 の段 階にお いて も、奴 は金属器やガ ラス製品 生産 の中心地域で あ り、 したが って厚葬墓 の
断絶 という現象 は経済 的な要 因で はな く、他 の要 因によって 説明されなければな らな い。
副葬 品が豊富な墳墓 に限 らず、弥 生時代後期初頭段 階になる と多 くの墓地が縮小す るのは北
部 九州全般 に認 め られ る傾 向で ある。 このような墓制 の動態 について、溝 口孝 司は北部 九州 の
弥 生時代社会 にお ける首長権 は基本 的に不安定かつ流動 的なものであ り、安定 した首長層 の析
出は後期後半段階 になって ようや く認 め られ ると指摘 して いる(溝 口、1999、2000)。
ただ し このような首長権 の継承 の不安定 さが、弥 生社会が 階級 的に未分化な社会で ある こと
を示す と単純 に判断す るのは早計で ある。首長権 の継承 の不安定 さは、あ くまで も厚葬墓 の存
在 という観点か らみ た場合 の ことで ある。墓地 は社会関係 を映 し出す鏡のよ うな もので あ り、
だか らこそ 墓 制か らの社会 構造 へ の アプ ロー チは有 効 な考 古 学的研 究方 法 な ので あ るが、
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1.Hodderが 指摘す るように(Hodder、1987)、 社会構造が墓制 にパラ レル に反映 され ている と
い う保証 は どこにもな い。須玖 岡本や三雲南小路な どの厚葬墓 の存在 は鏡や金属器 といった貴
重 品を大量 に消費 して しまう ことで、権威の象徴で あるそれ らの品々が集団 の共有財産 ではな
く、 あ くまで も個 人の所有物で あるということを強調 した行為 の表象 と考え る ことも可能で あ
る。 また威信財 の大量副葬 という行為 を通 して所与 の社会 関係 を再確認 し、再構築 しなければ
な らなか った という見方 も成 り立つで あろう。 もしそ うで あれば、厚葬墓はむ しろ隔絶 した個
人の存在 が不安定で あったがた めに形成 された もので あ り、そ の後 の厚葬墓 の断絶や 断続 的 に
しか存在 しない という事実 は、逆 に首長権 の継続が安定化 した ことのあ らわれで ある とみる こ
ともで きるで あろ う。
6章 で は、1～5章 にお いて論 じて きた、墓制 にみ られ る弥 生時代社会の文化 ・社会変 化 に
ついて、社会 システム の変容 という観点か ら解釈 を加えた。縄文か ら弥生へ の変化 にお いて、
大 陸系磨製石器群、木製農耕具、環濠集落 といった技術体 系が 朝鮮半 島か ら導入 され たが、 こ
れ らの技術体系 は、縄文晩期以来の既存の社会 システム を完全 に破壊 したわ けで はな い ことを
指摘 した。 こうした新たな技術体系は従来の システム を破壊 した というよりは、む しろ既存 の
システム では空 白で あった領域 を埋 めた り、ある いは従来 の要 素を置換 した りす る ことによっ
て導入 された と考 え られ る。つ ま り縄文か ら弥生への変化は急激な ものとい うよ りは、 ゆるや
かで漸進 的なもので あった といえる。
弥 生時代 開始期以降、外部か らの新たな技術 ・文化要素 の導入 という刺激 によって、社会 シ
ステム の複雑性は増大 し、それ にともなって社 会 システム内部で の機能分化が生 じた と考 え ら
れ る。 このようにして分化 した社会階層は安定的な ものではなか った可能性が あるが、弥 生時
代 中期以降 の埋葬行為 は階層的な社会関係を強調 し、再構築 し、 さ らには強化 しよ うとす る戦
略 的な行為 とみなす ことがで きる。そ して、複雑性 を増大 させ る方向へ と動 き出した社会 シス
テム の動 きは不可逆的な ものであ り、弥生時代を通 じて後退す ることはなかった と考え る。
縄文か ら弥生への変化や弥生時代 を通 じての複雑化 ・階層化 のプ ロセ スを、社 会 システム の
変化 という視点で捉えた とき、 このよ うな変化 は、他 の文化か らの新たな文化要素の受容 とい
う外的な要 因、農耕社会の進展 にともな う地域集 団内部 での階層化の進展 と集 団間での矛盾 の
増大 とい う内的な要因、そ して首長層による既存 の社会 関係の強化 とい う戦略的行 為 とい った
複数の要 因が相互 に複雑 に作用 した結果生 じた、社会 システムが複雑性 を増大 させ る方向へ と
自己組織化 してい く過程である と解釈 できる。
終章では以上の各章で得 られた知見について、要約 し、 まとめ を行 った。社会 ・文化 変化 に
ついてよ り詳細 に論 じるためには、 本論文で行 った墓制 を中心 とした研究 を、集落構造 や生業
形態 といった他 の広 範な領域 の研究 によって、 さ らに総合化 する必要が ある ことはいうまで も
ない。 また墓制研究 のみに限定 した場合で も、 同時期 の朝鮮 半島の墓制 を含 めた東 アジア全体
の視点 のなかで比較検 討を行 う必要性や、解釈 を行 う際 の理論 的な枠組み をさ らに高 める必要
性 も痛感 している。
このよ うに多 くの問題 を積み残 したが、 これ らの問題 は筆者 の今後 の研究課題 として追求 し
ていきたい。本論文 の研究 によって、弥生時代 にお ける社会 ・文化変化の動態 に対 して、わず
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論 文 審 査 結 果 の 要 旨
本論文 は、北部九州 にお ける弥生時代墓制の成立 と展開過程 を検討 し、 そ こに表 象 された社
会、文化 的動態 の解 明 を目指 した もので ある。そ の構 成は、序章、1章 甕棺葬 の成立 過程、2
章 壷 形土器 の製作技法 にみ られ る地域性、3章 支石 墓 の出現 と展 開、4章 墓 地空間 構造 の検
討、5章 副葬品 の検討、6章 社会 ・文化変化 の解釈、 終章 と展開する。
近年 の集落や共同墓 の大規模調査 と緻 密な研究 によって、弥生社会、文化 の研究 は 目覚 しい
進展 を見せている。 ことに、北九州の弥生時代研究 は豊 富な調査 資料が蓄積 され、多 くの研究
者が様々な角度 か ら検 討 を試みてい る。論 者は、弥生時代墓制研究 を進めるため、600基 を超 す
墳墓 の様々な構 成要素 を詳細 に分析 し、そ の総合 的な検討 を展 開す る。
ユ章では、 北部九州の最 も特徴 的弥生墓 である甕棺 をと りあげ、その成立 ・展開過程 を追及
す る。 論者は、、甕棺476個 体 について徹底 した型式学的検討 を加え、その 口径、最大径、高 さ と
いった法量に関す る定量分析、 プロポー シ ョンの計測値 に関す る多変量解析、 口縁形態、文様
の属性 分析 な ど、多岐にわ たる分析 を行 う。そ の結果、前期か ら中期 にかけての甕棺の大型化、
定型化 の傾 向を明 らかにす る。 さ らに甕棺の組み合わせ法な どにつ いて も検 討 し、甕 棺の定型
化 を裏 づける。 このよ うな甕棺 の型式学的研究結果か ら、早期か ら前期 中葉に見 られる乳幼児
壷棺、成 人土塘墓 ・木棺墓で構成 され る墓制が、前期終末頃 に成人甕棺墓 に一体化 する動向 を
指摘す る。
2章 で は、土器棺、供献、副葬品 に用い られる壷 を とりあげ、土器作 りの地域差、 時間的変
化 を検討 し、朝鮮半 島無文土器社会、縄文社会 との関係、北部九州弥 生社会 の変遷 に論及する。
北部九州の弥生社会 ・文化成立過程 について は、土器 の型 式学 的研究 と弥生時代人骨 の形質研
究 によって、朝鮮半島渡来集団の影響を強調 する仮 説 と、 縄文集 団の主体的変容 を強調す る仮
説 とが議論 されてきた。 論者は、人 と土器 の移動 を土器 の属性 のあ り方か ら論ず るた めには、
土器の地域性の成立基盤 に関する的確 な理解 が不 可欠で ある と指摘 し、そ の解 明を試 みる。
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弥 生壷 には多 く器 面磨研 と彩色が施 される。その磨 き手法 は、朝鮮半島無文 土器の技術導入、
縄文 晩期黒色磨研土器 の技術伝統 といった二つの系譜が指摘 され る。 論者はその関係 を明 らか
にす るため、394点 の小型壷(器 高30cm以 下)・ 大型壷 につ いて磨 き ・丹塗 り技法 の推移、地域
的変 異を検討す る。そ の結果、早期の丹塗 り壷は、磨き手法 のあ り方 、丸底壷 に近い形態、墳
墓 に埋設 され ることか ら朝鮮半 島との関わ りが強い と指摘す る。一方 、黒色磨研壷 は、横磨 き
が強 く意識 されて いる ことか ら、晩期の技術伝統 をよ く踏襲 している と論ず る。次 いで玄海灘
沿岸一早 良 ・唐津 ・糸 島地方一 と佐賀平野の二地域 で墳墓 出土壷の型式推移 と地域 変異 を検 討
す る。玄海灘沿岸で は、早期の丹塗 り壷 は大型、 小型 ともに地域差が認め られず、 高 い出現頻
度 を示す。 この磨 き手法は主 に在地的手法 であ り、 朝鮮 半島か ら受容 され た情報 はすで に大き
く変容 して いる。前期 には丹塗 り壷が減 少 し、一方黒 色磨研壷、有文壷 が発達 し、 プ ロ トタイ
プ の情報は消失す る。佐賀平野では早期 には玄海灘沿岸 と共通 し、前期後半 に縦磨 きの丹塗 り
壷が増加す る。 他方、黒色磨研壷は減 少す る。 この複雑 な地域差は、土器 の様 々な属性 が同 じ
レベルで製作者に受け とめ られ るのではな く、集 団ご とに異なった解釈 を受 けるた めに生ず る
と論ず る。
3章 では、支石墓下部構造 の地域差 を追及す る。支石 墓は、 朝鮮半 島南部 の支石墓 を祖型 と
し、糸島、唐津、'佐賀平野を中心に北部九州 に分布す る。 しか しそ の下部施設 は朝鮮 半島の支
石墓 とは異質 である。 出現期 には箱式石棺 と土墳 墓 を主体 とす る。箱式石棺は長方形、小型 で、
縄文晩期の墓制一 屈葬一 を踏襲 する。 また、 この時期 の支石墓埋葬人骨 は縄文人的形質が顕著
であ り、 北部 九州 支石墓 は在 地縄文集 団が朝鮮半 島支石墓 を模倣 した ものであ り、葬法 はそ の
伝 統 をよ く踏襲 している と結論 づけて いる。 さ らに支石墓下部構造 を時期別 に検 討す る。早期
に佐賀平野で石蓋土墳、唐津 で土墳、糸島で土墳 ・木棺 ・甕棺、長崎地方では箱式石棺が発達
し、 前期 には糸 島地方 で木棺 が主体 にな る。そ して 中期前半 にな ると支石墓が減 少 し、 中頃 に
ほぼ 消滅す るという複雑 な地域 的展開 を示す。
4章 で は、北部九州 にお ける弥生共 同墓の墓域構造 を検討 し、弥生社会 との関係 を追及す る。
この地方 の弥生墓 には区画墓、墳丘墓、列埋葬墓が認め られ る。 この うち区画墓 は、墓主軸が
同一方位 をと り、複数墓群が方形の まとま りを見せ る墓域構成で ある。祭 祀土墳、周溝を伴 う。
前原市 長野宮 ノ前な ど6遺 跡 を とりあげ、早期か ら後期 にか けて の墓域構造 の変遷 を具体 的に
検討す る。早期 に小規模 区画墓が出現 し、中期前葉 に500㎡ を超す中規模 の墓域が発達 する。 そ
して 中期後半に1000㎡ を超す大規模墓域が 出現す ると指摘す る。
墳丘墓 も少 な くな い。前期 の福 岡県 夜須 町東小 田峯1号 墳が初現で ある。 この甕棺 墓か らは
前漢鏡、細 形銅 剣、銅 犬、 錫子、ガ ラス壁 な どが 出土 している。 中期 には福 岡市吉武樋渡、吉
野 ヶ里な ど5遺 跡 を と りあげ る。そ して、後期 では39面 の鏡 を出土 した前原 市平原墳 丘墓 の構
造 と副葬品のあ り方 を検 討する。そ の結果、前期末 まで墳墓 には共 同墓 として のまとま りが見
られ、副葬 品も小型壷、磨 製石嫉、玉が主な もので、大 きな階層差 は見 られな い。 中期初頭 に
なる と金属器 の副葬が発達 し、大規模墳丘墓 の造営で、墓制 の階層分化が明確 にな るという変
遷を確認す る。
次 いで筑紫 野市永 岡遺跡 で初めて確 認 され た列埋葬 墓 を と りあげ、そ の空間構造 を分析 す
る。前期前半か ら中期 の福 岡市下月隈天神森、小郡 市三国 の鼻な ど6遺 跡について、列埋葬、
集塊埋葬 の構造 を明確 にす る。列埋葬墓は、出現期 に階層構造は認め られず、 基本的 に集 団の
血縁 的関係 を基 軸 に埋葬小群 が集合 して形成 された もので、集 団の結束 を示 す墓制 と指摘 す
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る。 しか し、 弥生前期終末か ら中期初頭 になると、各地 に首長層が台頭 し、 首長権が強化 され
るにつれ、墓域 での埋葬小群 の 自立化、墳丘墓 の隔絶 と厚葬化が進み、墳墓の階層表現が顕著
にな ると論ず る。 また、銅剣 の副葬 な ど厚葬 の風習 は、葬法 に様式化が認め られ、弥 生社会 に
おいて社会 的関係の確認手段 と して機能 して いた と指摘す る。
5章 では、北部九州 にお ける弥生墓318基 か ら出土 した副葬 品を地域、時期別 に検 討す る。青
銅武器、鏡、 青銅 工具、鉄製工具、ガ ラス玉 ・壁、小型壷な ど主要副葬品ユ3種の組み合わせ と
使用頻度 を とりあげ、そ の多変量解析 を行 う。その結果、鏡、武器形青銅器、壁、ガ ラス製玉、
ついで青銅製武 器が高い正 の相 関を示 し、小型壷が独立 した存在である ことを明 らか にし、副
葬品のセ ッ ト関係 が秩序だ った もので ある ことを指摘す る。
さ らに、副葬 品の構成か ら見 た墳墓 の階層構造、副葬品 と墳墓外部施設 との関係、赤色顔料
の散布な どにつ いて詳細 に統計分析 し、 これ らを総合的 に捉え、厚葬の度合 いの早期か ら後期
への推移、唐津、糸 島、早良 ・福 岡地方、佐賀平野な どの地域性を明確 にす る。
6章 で は、北部 九州弥 生墓制 の変遷、地域性が弥生社会 ・文化の歴史にお いて もつ意味 を検
討する。論者は、これ まで の章で甕棺の型式的特徴、壷 形土器の製作技術、支石墓 の下部構 造、
墓域 内の区画墓、墳丘墓、列埋葬、副葬品の組み合わせな どについて入念 な分析 を進め、 墓制
の変化 と地域差 のあ り方 を明 らか にした。最終章では、 この墓制の変化、地域差 の社会的、文
化 的背景 にっいて総括的 に考察する。 ことに、墓 制の変動は社会 システムの変動 と連 動す る と
捉 え、社会学者N.Luhmannの 「社会 システム論」 とコ ミュニケーシ ョン概念 の観 点か ら、被
葬者 の主体性 によ る墓制 の変容 を強調する。
本研究は、弥生文化発祥の地である北部九州 における墓制について、甕棺 ・土器 ・副葬品な
ど遺物 に関する型式学的分析、土器製作技術 の解 明、 副葬品のセ ッ ト関係 ・遺構構造 ・遺構 の
相互関係 ・遺 跡分布の検 討、遺跡構造 の変化 と地域性の分析な ど、様 々な方法 と視点で検討 し、
北部九州 におけ る墓制変遷、地域性 の実態 を総合 的に明 らかに した。
ことに、弥生時代早期か ら前期前半における葬 制に格差 の見 られ ない段階、前期終 末か ら中
期初頭の階層的関係が成 立する段 階、そ して中期 の階層性 の顕在化 と墓域の拡大す る段 階、後
期 の首長墓へ と発展す る動態 と地域 的関係 を明確 に した。
その多 面的な観点 での文化変化、社会変動 の復元は、従来 の研究 を前進 させた。 また、
多変量解析 な ど有効 な方法 を様 々に試み、実証的な研究 を推進す る努力が うかがえ、論
者の今後 の研究 への発展が期待 され る。集落 と墓制 の関係、西 日本で の北部九州弥生墓 の位置
づけ、年代的位置 づけの検討、 また資料提示 の方法な ど、なお今後の課題 とす べき点は見 られ
る ものの、本研究 は、北部 九州 の弥 生墓制 にとどま らず、 日本考古学 における墓制研究 に大 き
く寄与す るものであることは明 らかであ る。
よって本論文 の提 出者は、博士(文 学)の 学位 を授与 され るに十分な資格 を有する もの と認
め られ る。
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